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図1　ある契約変更事例に関する条項ストラクチャー
（2021年度 契約管理セミナー資料より抜粋）

図2　セミナー等の満足度（左：セミナー、右：エキスパート育成講座）
（2021年度 契約管理セミナー・エキスパート育成講座アンケート結果）

（ ）内はアンケート
 回答者数を示す

日 建 連 活 動 報 告

工期延伸請求の実務（事例分析）
検討が必要な
契約条項

請求基盤契約条項構造の分析

第16条 工事用地の確保等
工事用地が約定工程表に示された本工事

着工までに確保されなかった

第18条 条件変更等
施工条件の変更が発生した

第19条 設計図書の変更
発注者による指定仮設の
桟橋の仕様と図面の変更

第20条 工事の中止
発注者から工事中止
指示が出された

第23条
発注者の請求による
工期短縮等

第24条
工期の変更方法

契約条項の
ストラチュアリング

第25条
請負代金額の変更方法等

第22条
受注者の請求による
工期の延長

受注者による
工期延伸および

追加費用請求図書作成

どちらともいえない

ある程度
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（10）
19%

（1）
2%

（42）
79%

（15）
94%

（1）
6%

　
日
建
連
公
共
契
約
委
員
会（
田
中
茂

義
委
員
長［
大
成
建
設
㈱
副
社
長
］）契

約
部
会（
太
田
誠
部
会
長［
大
成
建
設
㈱

常
務
執
行
役
員
］）で
は
、「
請
負
契
約
に

係
る
受
発
注
者
間
の
リ
ス
ク
分
担
に
関

す
る
検
討
及
び
知
識
の
普
及
啓
発
」を

活
動
の
一
つ
に
位
置
付
け
活
動
し
て
い

る
。二
〇
一
六
年
度
よ
り
、建
設
業
界
の

Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
草
柳
俊
二
教
授（
東
京
都

市
大
学
客
員
教
授
、高
知
工
科
大
学
名

誉
教
授
）を
講
師
に
お
招
き
し
、現
場
の

最
前
線
で
働
く
若
手
現
場
所
長
等
を
対

象
に
、契
約
管
理
に
熟
知
し
た
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
た
二
日
間
に
渡
る
セ
ミ

ナ
ー（
二
〇
一
六
年
度
か
ら
の
累
計
受
講

者
：
三
〇
〇
名
）を
開
催
し
て
き
た
。二

〇
二
一
年
度
は
、全
国
三
会
場（
東
京
、

名
古
屋
、大
阪
）で
開
催
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
、受
発
注
者

間
の
契
約
―
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約

約
款
―
を
紐
解
き
、草
柳
教
授
の
国
内

外
で
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
に
基
づ
い

た
逐
条
解
説
が
行
わ
れ
る
。建
設
事
業

遂
行
の
実
態
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、契
約

管
理
の
基
礎
知
識
、契
約
約
款
の
主
要

条
項
分
析
、そ
の
対
応
と
進
ん
で
い
く
。

　
契
約
書
は
事
業
遂
行
の「
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」で
あ
り
受
発
注
者
が
契
約
条
件
に

基
づ
き
事
業
を
遂
行
し
、透
明
性
を
確

保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
。契
約
約

款
に
は
現
場
実
務
に
密
接
に
関
連
し
た

条
項
も
多
く
、受
講
者
は
受
発
注
者
間

に「
片
務
性
は
存
在
し
な
い
」と
い
う
こ

と
に
気
付
い
て
い
く
。追
加
費
用
と
工
期

延
伸
の
請
求
は
受
注
者
側
の
権
利
で
あ

る
が
、そ
の
支
払
い
は
請
求
に
基
づ
き
行

わ
れ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、請
求
技
術
の

向
上
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
は
、実
際
の
契
約

問
題
事
例
等
を
交
え
な
が
ら「
追
加
費

に
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
設
計
変
更
の
要
因
と
し
て
多
く
見
ら

れ
る「
関
連
工
事
の
調
整
」や「
工
事
用

地
の
確
保
」が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
事
象
等
を
起
点
と
し
、契
約
約
款
の

第
十
八
条（
条
件
変
更
等
）か
ら
第
二
十

二
条（
受
注
者
の
請
求
に
よ
る
工
期
の

延
長
）、第
二
十
四
条（
工
期
の
変
更
方

法
）、第
二
十
五
条（
請
負
代
金
額
の
変

更
方
法
等
）等
と
い
っ
た
条
項
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
、契
約
に
基
づ
い
た
受
発

注
者
対
等
の
立
場
で
の
追
加
費
用
と
工

期
延
伸
請
求
が
可
能
と
な
る（
図
１
）。

　
こ
れ
ら
の
他
、追
加
費
用
と
工
期
延
伸

請
求
に
関
連
す
る
問
題
の
分
析
や
、法
令

を
背
景
と
し
た
発
注
者
側
が
抱
え
る
ジ

レ
ン
マ
等
に
も
触
れ
な
が
ら
、受
講
者
の

契
約
管
理
能
力
の
底
上
げ
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
、契
約

管
理
知
識
・
能
力
の
更
な
る
向
上
の
た

め
、各
社
の
工
事
監
理
の
指
導
的
立
場
に

あ
る
社
員
等
を
対
象
に
、契
約
管
理
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
育
成
を
目
的
と
し
た
三
日

間
に
渡
る
講
座（
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
の

累
計
受
講
者
：
三
七
名
）を
東
京
会
場

で
開
始
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
成
講
座

は
、受
講
者
へ
の『
セ
ミ
ナ
ー
等
の
満
足

度
』ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、５
段
階
評

価
の
う
ち
、「
５
：
大
変
満
足
」と「
４
：

あ
る
程
度
満
足
」が
大
半
を
占
め
、受
講

者
の
多
く
が
講
義
内
容
に
満
足
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る（
図
２
）。受
講
者
か

ら
は「
契
約
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ

た
」「
意
識
の
改
革
に
つ
な
が
っ
た
」「
契

約
管
理
の
勉
強
を
続
け
た
い
」と
い
っ
た

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
日
建
連
と
し
て
は
、今
後
も
契
約
管
理

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
契
約
管
理
知
識
・

能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

上／セミナーの様子、下／エキスパート育成講座におけるグループ演習の様子

用
と
工
期
延
伸
請
求
」の
実
務
を
学
ぶ
。

　
請
求
の
た
め
に
は
、請
求
事
象
に
関
す

る
概
要
、発
生
過
程
と
影
響
、根
拠
等
を

明
快
に
示
す
必
要
が
あ
る
が
、請
求
の
根

拠
を
示
す
た
め
に
、セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
学

ん
だ
契
約
約
款
に
関
す
る
知
識
を
大
い
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